
 

 

 

 

 

 

              

 

子育てのプロを目指して！ 
                                                         

副校長 関根 幸男 

 

先日、「伊東豊雄 子ども建築塾」という本に

以下のようなことが書かれていました。 

元陸上選手の為末大さんは、子どもたちにハー

ドルの跳び方を教える時、『ハードルの上にふす

まがあるから破ってごらん』と言うそうです。坂

東玉三郎さんは舞を教える時、腕をどの角度でど

うすると言うより、『空から舞ってくる雪を両手

ですくうように』とか『扇子で受けるように』と

教えるそうです。すると、すぐに分かってもらえ

るということです。 

人に何かを教える時、言葉の選び方で、相手の

理解は全く違ってくると改めて勉強になりまし

た。 

 

『子どもが、～できない。』、『何度言っても言

うことを聞かない。』という言葉を、教員や保護

者の方が口にしているのを耳にすることがよく

あります。 

私が駆け出しの教員時代、先輩の先生から、次

のようなことを言われたことを今でも鮮明に覚

えています。 

『子どもに文句を言ってできるようになるの

であれば、いくらでも文句を言えばいい。しかし、

文句を言っても何も変わりません。むしろ、子ど

ものやる気をなくさせ、悪い結果になるだけで

す。』そして、『どうしたらできるようになるか悩

んで、できるようにさせることが教師の仕事です。

それがプロです。』 

こちらの工夫次第で子どものやる気を引き出

すことができます。やる気スイッチを入れること

ができます。できなかったことが、できるように

なります。 

以下の内容は、米国のゴルフ選手、タイガー・

ウッズの子ども時代のお話です。 

タイガー・ウッズの父は、ゴルフの練習にゲー

ム性を取り入れるのが上手でした。パットを入れ

る競争だけを何時間もやることにしたのです。ホ

ールから９０㎝離れたところにボールを置き、ど

ちらが連続でパットを入れ続けられるか勝負し

ました。タイガー・ウッズの父は、子どもが大好

きな“競争”を練習に取り入れたのです。タイガ

ーは、父のこうした教育に感謝し、『父との練習

で一番良かったことは、ゴルフの楽しさが学べた

ことだ。楽しんでいるときは上達が早い。』と語

っています。 

 

ほんのちょっとした一言で、子どもを勇気付け

たり、反対に悲しい気持ちにさせてしまったりす

ることがあります。一言の言葉の重みについて、

学校でも十分気を付けていきますが、ご家庭でも

考えていただけたら幸いです。 

 

その一言で 

作  高橋 系吾 

 

その一言で  励まされ 

その一言で  夢を持ち 

その一言で  腹が立ち 

その一言で  がっかりし 

その一言で  泣かされる 

     ほんのわずかな一言が 

     不思議に大きな力を持つ 

  ほんの一寸の一言で 
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１１月の学校生活から 
○『音楽会』 

１１月１８・１９日、音楽会を開催しました。体育館中に、素敵な歌声と演奏が鳴り響きました。お忙

しい中、大勢の皆様に鑑賞していただき、大変ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1 年生】                   【２年生】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３年生】                   【４年生】 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【５年生】                   【６年生】 



                    

 

 

 

 

 

【金管バンドクラブ】                【全員合唱】 

 

○『小中合同あいさつ運動』 

  光が丘第一中学校と連携し、小中一貫教育に 

 取り組んでいます。その一つとして、11月９ 

 日～12日、小中合同あいさつ運動に取り組み 

ました。3年生が中学生と一緒に昇降口に立ち、 

元気なあいさつをして、明るい学校をつくるた 

めにがんばりました。 

  

 

 

○『ＰＴＡ主催イベント 逃走中』  

  １１月 12日、「ＰＴＡ主催イベント 逃走中」が行 

われました。保護者、先生がハンターになり子どもたち 

と楽しいひとときを過ごすことができました。企画、準 

備、運営を行ったＰＴＡの皆様に感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

東京都教育委員会の体罰等の実

態調査の依頼を受け、今年度も児

童にアンケート調査を行います。

各家庭においても、お子様の声に

耳を傾けたり、学校生活における

できごとなどについて話し合う機

会をもったりしていただけると幸

いです。何かお子様について心配

なことがあれば、いつでも、どん

なことでも学校にご相談くださる

ようお願いします。学校において

は、引き続き、人を大切にするこ

とや暴力はいけないということに

ついて指導してまいります。 

 



6年中学校意見発表会参観 2年お話会

委員会活動　安全指導 読書月間終

4年社会科見学
終業式

給食終

天皇誕生日

お誕生日給食

冬季休業日始

避難訓練

なかよし班給食

クラブ活動

土曜授業日（公開なし）

５年情報モラル講習会　応援団まつり

１・２年授業参観・保護者会
清掃週間始

３年社会科見学

午前授業

３・４年授業参観・保護者会 元日

クラブ活動

５・６年授業参観・保護者会

冬季休業終

成人の日
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12月の生活目標

15 木

16 金
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18 日

19 月

12 月
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１月初旬の予定

１２月の行事予定

25 日

行事予定
スマ
イル

日 曜
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1

日

火
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力をあわせてそうじをしよう 

（すすんであいさつしよう） 

低学年 
・自分の仕事をきちんとやろう。 

・すみずみまできれいにそうじを 

   しよう。 

中学年 
・自分の仕事を責任をもってや 

   ろう。 

・見えないところもきれいにしよ 

   う。 

高学年 
・みんなが協力して仕事ができる 

  ように工夫しよう。 

・人がいやがる仕事を進んでしよ 

   う。 

体育の服装について 
 体育の授業は、体育着で行うことを原則としますが、寒く

なってきましたので、トレーナーかジャージの着用を可能と

します。以下のルールがありますので、ご家庭にもお知らせ

します。 

○フード付きのものは、接触した時など、けがにつながる 

   危険があるので禁止とします。 

○タイツ、スパッツは、汗をかいてもすぐに脱ぐことがで 

   きないので、健康管理上着用できません。 


